
新規事業採択時評価結果（平成１９年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 一般国道４６４号 北千葉
き た ち ば

道路二期 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 
千葉県 

起終点 
自：千葉県成田

な り た

市押
おし

畑
はた

 

至：千葉県成田
な り た

市大山
おおやま

 
延長 ３．７㎞ 

事業概要  

一般国道４６４号は、千葉県松戸
ま つ ど

市から千葉県成田
な り た

市までの延長約４７㎞の路線で、千葉県東葛飾
ひがしかつしか

地域と成
なり

田
た

地域を結ぶ重要な道路である。北千葉
き た ち ば

道路二期は、現在事業中の９．８km区間と一体となって、首都圏北部

と成田
な り た

国際空港のアクセス時間を大幅に短縮する新たな道路アクセスルートとして都市再生プロジェクトに位

置づけられている延長約３．７㎞の４車線バイパス事業である。 

事業の目的、必要性  

北千葉
き た ち ば

道路は首都圏北部・都心部等から成田
な り た

国際空港へのアクセス強化や成田
な り た

市街地部における交通混雑緩

和を図るなど周辺地域のみならず首都圏の活性化に寄与するものである。 

 

全体事業費     ２００億円 計画交通量 27,000～30,400台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

北千葉
き た ち ば

道路は、都心と成田
な り た

国際空港間のアクセス強化のみならず、成田
な り た

・千葉
ち ば

ニュータウン業務核都市の骨格

的交通軸として地域の活性化を図る上からも必要不可欠な道路であることから関係７市２村の首長等からなる

北千葉
き た ち ば

道路建設促進期成同盟会より整備促進の要望（平成１８年１１月１３日）を受けている。 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益：便益が費用を上回っている 

 

事業評価結果 
 

総費用 １７６億円 総便益 ４３７億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ２．５ 
事業費： １７３億円 

維持管理費： ３億円 

走行時間短縮便益：４２６億円 

走行費用減少便益： ４億円 

交通事故減少便益： ６億円 

平成１８年 

交通量変動 B/C= （交通量   ％） B/C= （交通量   ％） 

事業費変動 B/C= （事業費   ％） B/C= （事業費   ％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= （事業期間   ％） B/C= （事業期間   ％） 

評価項目 評価 根拠 

渋滞交差点を解消する。 

渋滞対策 ○ 土屋交差点 
国道４０８号茨城方面から成田方面の渋滞長１２５０ｍから解消。 

死傷事故率が高い区間の事故の減少が見込まれる 

事故対策 ○ 
【死傷事故率】３３３.１件／億台キロ（現況）（死傷事故率比（県内平均比）2．44(現況)）

千葉県内平均：約１２６.３件／億台キロ（約２．４倍） 

全国平均  ：約１２０.０件／億台キロ（約２．８倍） 

事故率曲線 千葉県内センサス区間の上位２割以内に含まれる 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 
 

住民生活 〇
第一種空港へのアクセス向上 

（柏市～成田国際空港 １２０分→９０分） 

地域経済 〇
都市再生プロジェクトを支援する事業である。 

（都市再生プロジェクト（第二次）に位置づけられた幹線道路である。） 

災 害 ◎ 緊急輸送道路である一般国道４６４号が通行止めになった場合の代替路線を形成する。 

環 境 〇
ＣＯ2排出削減量：12874.5t/年 0.03％削減 

ＮＯX排出削減量：11.2t/年 54.6%削減 

ＳＰＭ排出削減量：0.6t/年 32.4％削減 

 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上 

（主要な観光地である成田山新勝寺［年間参拝者数１千万人］へのアクセス向上） 

事業実施環境 － 特筆すべき事項はない 

 

採択の理由 
費用便益が２．５と便益が費用を上回っているとともに都市計画手続きが完了していることから、事業採択の

前提条件が確認できる。 

また、事業中区間と一体となって整備することにより、主要渋滞ポイントである土屋交差点の渋滞解消と成田

国際空港へのアクセスの向上が図れる。 

以上により、本事業を採択した。 

 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：木村 昌司      

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

北千葉道路 

長野県 


